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２０２３（令和５）年度 上野高等学校（全日制）学校マネジメントシート 

１ 目指す姿 

(1)目指す学校像 

１ 生徒が学びがいを実感する学校 

２ 保護者・地域が頼りがいを実感する学校 

３ 教職員が働きがいを実感する学校 

(2) 

育みたい 

児童生徒像 

１ 挨拶や気づきを大切にし、命を大切にする生徒 

２  規範意識を高く持ち、自律した行動ができる生徒 

３ 他者と協力する力（協創力）や、自ら将来を切り拓く力等を身につけながら、さまざま

な課題の解決に向けて自ら考え行動し、挑戦し続ける生徒 

ありたい 

教職員像 

１ 自由闊達な職場風土の中で協働と研修を通して職能成長を図る教職員 

２ 生徒の成長に使命と情熱を感じる真の教育専門職を目指す教職員 

２  現状認識 

(1)学校の価値を 

提供する相手と

そこからの要

求・期待 

○生徒：学力の向上と進路希望の実現、勉学と部活動の両立 

○保護者：国公立大学への進学を中心とする進路希望の実現、充実した学校生活 

○卒業生・地域住民：地域の伝統的な進学校・中心校としての役割、文武両道にわたる活躍

と実績 

○大学：学力と意欲の高い生徒の育成 

(2)連携する相手と

連携するうえで

の要望・期待 

連携する相手からの要望・期待 連携する相手への要望・期待 

○ＰＴＡ：進路希望実現、健全育成、学校情

報の発信・提供 

○地域住民：情報発信と地域貢献 

○小中学校：地域の子どもたちを共に育てる

との観点に立った連携・交流 

○地域の関係機関：地域人材の輩出 

○ＰＴＡ：教育活動・教育環境充実のため

の理解・協力 

○地域住民：教育活動への理解・協力 

○小中学校：指導上必要な情報提供等 

○地域の関係機関：キャリア教育充実のた

めの協働態勢 

(3)前年度の学校 

関係者評価等 

〇大学進学を目指す生徒にとって、伊賀地域の拠点校として、魅力ある学校づくりに継続

して努めてほしい。 

〇SSHの取組を中心とした探究学習に対して、生徒の満足度が高く、取組の充実度が伺える。

高校卒業後の進路選択と結びつく取組となるよう学校の魅力向上を図ってほしい。 

〇探究的な学びや教科横断的な学習が、学力の向上と進路実現にどのような成果をもたら

すかを明らかにして一層活性化を図ってほしい。 

〇文武両道を引継ぎ、コロナ後は伝統ある行事を復活・充実させることにより、卒業して

からも誇れる学校にしてほしい。 

〇引き続き、生徒が個々に抱える悩みや不安を相談できる学校づくりに努めてほしい。 

(4)現状と

課題 

教 

育 

活 

動 

○文武両道の伝統があり、生徒の多くが勉強と部活動の両立を図りながら、一丸となって学

校行事に取り組むなど充実した学校生活を送っている。熱心できめ細やかな学習指導と進

路指導の結果、難関国公立大学をはじめ、生徒・保護者の高い国公立志望に応えている。 

 また、社会や地域の課題を発見・解決する「みらい探究」は、生徒の満足度も高く、充実

した取組となっている。 

〇人権尊重の態度を身に付けた心豊かな人間形成をめざし、気づきつながりあう活動は評価

されており、今後も、いじめや差別を見抜き解決に向けて行動できる力の育成を図るとと

もに、スーパーサイエンスハイスクール（SSH）等の取組により、想像力・協調性や、新

たな課題の解決に積極的に取り組む生徒を育成する。 

   Ⅰ－１－２ 治山・治水・海岸保全対策の推進 
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学 

校 

運 

営 

等 

○これからの時代に対応した学習に取り組めるよう、学際的な学びや地域に関する学びに重

点的に取り組む探究活動の在り方を検討し、生徒がイキイキと学校生活を送る姿が、中学

生や地域に広く伝わるように「開かれた学校づくり」を推進する。 

○時間外労働時間の削減は前進したものの、「三重県立学校における教育職員の在校時間の

上限等に関する規則」に則り、時間外労働が1カ月45時間以内、1年360時間以内を遵守

できるよう、組織な運営で業務時間を削減する。 

３  中長期的な重点目標 

教
育
活
動 

１ 「生徒が学びがいを実感する学校」の実現に向けて 

生徒一人ひとりが自律的な学習習慣と生活態度を確立して進路希望を実現し、さまざまな教育活動に

主体的・協働的な態度で取り組み、他者と共生する力を身に付けるよう、全教職員による共通理解のも

と、生徒の『自己指導能力』（その時、その場で、何をすべきで、何をすべきでないかを自ら考え、判断

し、行動する能力）を向上させる教育活動を推進 

学
校
運
営
等 

２ 「保護者・地域が頼りがいを実感する学校」の実現に向けて 

保護者・地域の満足と信頼を安定的に確保し、本校の入学を希望する中学生・保護者が増加するよう、

探究に力を入れた教育活動の推進、学校情報の積極的な提供・発信、学校関係者評価委員会・人権教育

推進協議会の活性化、いじめを許さない迅速な対応等の取組を推進 

３ 「教職員が働きがいを実感する学校」の実現に向けて 

  本校の教職員が生徒の成長を実感し、イキイキと勤務できるよう、活気のある明るい組織風土の中で

教育活動・学校運営を継続的に改善するための仕組みの構築や、過重労働緩和・総勤務時間縮減に向け

た取組等を推進 

４ 本年度の行動計画と評価 

（１）教育活動 
 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

１ 生徒が学

びがいを実

感する学校 

〇全校体制で授業研究に取り組み、学習

指導に関する指導力の向上を図る。 

【活動指標】 

・教員間による研究授業・授業評価の実

施 

・より深い学びを主体的に行えるよう

に、すべての授業でICTの活用を進め

る。 

・生徒による授業評価年２回実施 

【成果指標】 

・生徒の授業満足度（「とても満足」と

「満足」の計、以下同じ）90％以上 

・協働学習や個別学習でICTを活用した

教員割合 80% 

 

〇生徒が自己の進路希望を実現できる

ようキャリア教育の充実を図る。 

【活動指標】 

・SSH の事業である「上高みらい探究プロ

グラム」と連携し、「進学型キャリア教育」

や「進学型インターンシップ」をICTも活

用し系統的に実施する 

【成果指標】 

・「総合的な探究の時間」の授業満足度

80％以上 
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・国公立大学合格者数、各クラス 10 人程

度 

・週末の学習支援の実施。３年土曜講座７

回、土曜自習室22回 

〇スーパーサイエンスハイスクール

（SSH）の取組を推進する。 

【活動指標】 

・探究的な内容を含んだ授業を各科目の

90％以上で実施 

・高大連携先の開拓と地元企業、卒業生、

他校SSHとの協力体制の推進 

・「みらい探究R」の授業運営方法の確立と

全教員での指導体制の構築 

【成果指標】 

・生徒の各活動満足度各学年90％以上 

改善課題 

 

 

（２）学校運営等 
 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

２ 保護者地

域が頼りがい

を実感する学

校 

〇人権教育を積極的に推進する。 

【活動指標】 

・人権学習ＬＨＲを各学年年１回以上公開 

・教職員の全体研修、小グループ研修を

それぞれ年２回以上実施 

・新着任者および本校勤務２年目の教職

員が年２回実施するフィールドワークに

１回以上参加 

・全教職員が年１回以上人権に関わる研

修や学習会に参加 

・生徒が主体的に取り組む小学６年生との

人権交流会を年２校以上実施 

【成果指標】 

・人権問題の解決に向け主体的に考え、

実践できる生徒の増加 

 

〇生徒理解を深め、生徒の自己指導能力

を高める指導を推進する。 

【活動指標】 

・指導強化月間を年３回設け、あいさつ・

身だしなみ、時間厳守、規律・安全指導を

実施する。 

・保健講話またはメンタルヘルス講演会を

各学年1回実施 

・支援を必要とする生徒に関する事例検

討会を適宜実施 

【成果指標】 

・問題行動による特別指導件数を一層減

少 
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〇学校情報を積極的に提供・発信し、地

域の発展に貢献する。 

【活動指標】 

・ホームページ・報道機関を通じて情報発

信（更新履歴件数）年100件以上 

・生徒主体の学校説明会（体験授業を含

む）年２回開催 

・小中校との連携、地域イベントへの協力 

【成果指標】 

・令和６年後期選抜普通科・理数科合計

入学志願倍率1.1倍以上 

3 教職員が

働き甲斐を実

感する学校 

〇過重労働緩和・総勤務時間縮減を学校

全体で進める。 

【活動指標】 

・定時退校日を月１日設定し、定時退校で

きた職員の割合70％以上 

・放課後に開催され60分以内に終了する

会議の割合90％以上 

・部活動休養日を週１日設定し活動した部

活動の割合100％ 

【成果指標】 

・月45時間を超える時間外労働の延べ人

数 0人 

・年 360 時間を超える時間外労働の人数 

0人 

・１人当たりの月平均時間外労働 25 時間

以下 

・１人当たりの年休取得日数を昨年比 1.1

日増加（目標値13.0日） 

  

改善課題 

 

 

 

 

５ 学校関係者評価 

明らかになった 

改善課題と次への

取組方向 

 

６ 次年度に向けた改善策 

教育活動につ

いての改善策 

 

 

 

学校運営につ

いての改善策 

 

 

 

 


